
（様式１－２）

※１ ※２ ※３

※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。
※２ 各評価項目の達成度を、指標をもとに、◎（十分に達成できた）、○（概ね達成できた）、△（あまり達成できなかった）、▲（全く達成できなかった）で評価する。
※３ 各領域全体を、評価項目の達成度をもとに、Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（概ね達成できた）、Ｃ（あまり達成できなかった）、Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。

令和 ６年度　学校評価（自己評価）報告書

雲仙市立瑞穂中学校

③

④

Ｂ

Ｂ

◯

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８８％

★

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８３％

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８３％

④

③

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８８％

教職員の勤務時間管理の徹底
※「教職員の月の時間外勤務４５時間
超人数昨年比半減」

学校・家庭・地域の連携強化

※は校長自己目標との関連項目

④

心の教育と教育相談体制の充実
（瑞中ルーティーン、心の扉の活用を含む）

働き方改革への意識化と業務改善

目標に向かう職員参画の学校づくり

不登校対策の充実
※新たな不登校生徒を出さない
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②

評価

△

成　果　又は　課　題

◎

△

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　７８％

部活動の適切な運営

◯

◯

子どもの安全・安心の確保

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　７３％

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　９０％

　長崎県及び雲仙市教育方針と学習指導要領の具現化をとおして、変化が激しく予測困難な時
代を生き抜く力及び人間性豊かで自主的精神と社会性を身に付けた心身ともにたくましく、主体
的に学ぶ生徒の育成を図る。
　そのため、教育者としての使命感を持ち、深い教育愛と優れた教育力を身に付けながら特色あ
る学校づくりを創造する。
　また、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学校・家庭及び育友会・地域社会（町内各
種団体及び事業所・学校支援会議等）との連携を深め、自然環境や地域の協力に恵まれた瑞穂
中学校の特性を生かした教育活動によりふるさとを愛する生徒の育成を図る。

１　学力向上
　①学習指導の充実　②特別支援教育の充実　③教師の授業力向上

２　生徒指導
　①積極的な生徒指導　②特別活動　③健康・安全教育

３　心の教育
　①特別の教科「道徳」の授業力の向上
　②総合的な学習の時間の計画的実施と内容の充実

★

いじめ根絶に向けた取組の強化
（瑞中ルーティーン、心の扉の活用を含む）

◯

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８５％

★

◎

※は校長自己目標との関連項目
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　　【教育目標】
　　　　ふるさとを愛し　心身ともにたくましく
　　　　　　　　　　　　　主体的に学ぶ生徒の育成

△全体的に素直で、おとなしい面がある。もう少し元気さ、溌溂さが欲しい。
〇全学年とも、自主的・主体的な学習への取組姿勢があり、意欲的に取り組む。
〇学校行事や生徒会活動等は協力してより良いものにしようとする姿勢がある。
〇保護者や地域の方は、学校教育への関心が高く、非常に協力的である。
●ややもすると人権感意識に欠ける言動が見られる。
●心身の不調等、個別の課題を抱えた不登校及び不登校傾向が伺える生徒が
複数名いる。
●特別支援学級の生徒はもちんのこと、特別支援の視点から特に配慮を要する
生徒が各学年複数名いる。

指標
（見とる方法と判断の目

安）

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８５％

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８５％

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　９０％

学習指導要領の具現化

学力向上のための工夫ある取組

教職員研修の充実

改　善　策　等

　③については、「自己の生き方を考え、主体的に
学ぶ生徒の育成」を研究主題に、「探求的な学び
に向かうタブレットの利活用」を副題として本年度
も校内研究に取り組んできた。ねらいである「タブ
レットを文房具のように活用し、主体的に学ぶ生徒
の育成」については十分にその成果をあげること
ができた。また、「指導と評価の一体化を意識した
各観点別評価に対応できる技術の習得」について
は、全員が研究授業を実施しその習得に勤め、そ
れが①②に繋がったと考える。しかし、授業研究の
時間設定が課題として残り、次年度の教育課程を
俯瞰した中での計画及び実施が必要である。
　④については、本校では２つの部活動で地域移
行に向けてかなり進んできている。しかし、関係教
員の服務において不利益が生じる場合があり非常
に懸念している。移行期であることを考慮し、不利
益にならないように校長会をはじめとした関係機関
と連携し、県へ今後も強く働きかけをしていきた
い。
　また、日常の部活動運営については繰り返し保
護者等への理解と協力をお願いしていく。

　①については毎月の点検活動をはじめ、生
徒視点でのアンケートを実施する等の取組を
継続することでより一層、学校施設の安全管
理に繋げたい。
　②③については、「学校いじめ防止基本方
針」を踏まえた毎日の瑞中ルーティーンによ
る生徒の様子の確認及び毎月の心の扉の確
認等を通して、生徒の心情の変化、生徒間の
問題、特にいじめに繋がる兆候等を早期に発
見し、それを指導に繋げることができた。今後
も継続する。
　また、生徒や保護者からの相談には迅速に
連携して対応し早期解決を図る。
　④については、個々が抱える課題に応じた
支援・指導を今後も継続していくことが大切で
ある。関係職員の不登校・傾向生徒の生活改
善に向けた真摯な支援・指導の取組には敬
意を表する程である。しかし、それにかける人
と時間の不足は本校だけの課題ではなく、今
の大きな教育課題として取り上げ、改善に繋
げることが必要である。

評価項目（努力事項） 達成度

自己評価（教職員）結果の
肯定的評価（Ａ・Ｂの割合）
９０％以上　⇒　８５％

　①と③については、学校暦や個別の行事の
進め方等の見直しを図り、勤務時間内での業
務時間の確保を図る。
　また、校舎の開錠・施錠についての１０月か
らの取組を今後も継続・定着を図る。特に、施
錠時間の設定により、一人ひとりの教職員の
タイムマネジメント力を高める。
　大きな足かせとなっている部活動の指導時
間については引き続き保護者や外部指導者
に現状を訴え、顧問の在り方への理解及び
負担の軽減に繋げる。
　②については、校内研修に対する主体的な
取組を踏まえ、その意識を総合的な学習の時
間や人権平和の分野にもさらに広げていきた
い。
　④については、これまで学校だよりにより家
庭・地域に情報発信をして、教育活動等に理
解を得ているので、今後も継続して取り組ん
でいきたい。ただ、地域へ出向いての地区懇
談会の学校としての対応の在り方についての
理解がまだ十分でない。

◯管理職を中心に働き方改善の意識が
高まっている。
◯水曜日が定時退庁日となっているた
め、負担が少ないと感じる一方、部活動
でのミーティングが夜の時間にあったり
と勤務の規定が曖昧だと感じることがあ
る。
◯保護者からの要望については全て受
け入れては職員側の大きな負担となる。
個の尊重や「見捨てない」方針とは別の
話であり、要望の精査・判断は必要であ
る。
◯部活動という課題がありながらも、各
職員が業務改善に前向きな姿勢で取り
組んでいる。

◯不登校対策においては、家庭の状況
もあり不登校生徒への支援が難しい。
◯人権や不登校のことについて多くの
教員が真剣に取り組んでいると感じる。
生徒のことをもっと良く理解するために
対策の研修などを学んでいきたい。
◯学校全体、各職員が不登校生徒に対
し充分な配慮で対応している。しかし、
人手不足や医療・福祉等関連機関との
円滑な連携が整っていない状況である。
不登校生徒が増加している現状を限ら
れた人材で最大限努力している。
◯不登校対策について本当に難しい。
家庭の協力ができないところもありきつ
いと思う。

◯授業改善の意識が高まった。研修へ
も意欲的である。
◯部活動から地域クラブへの移行に関
して尽力している関係教員が服務等に
おいて不利益を被る場合がある。
◯平日の部活動指導と働き方改革の間
で超過勤務の実態を改善しなければい
けない。特に競技への専門性がない教
員には負担が多い。まずはこの部分を
改善し納得してもらえるような策を講じ
ていかなければならない。 Ｂ

◯

◯

◯

◯


